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V31b 水沢１０ｍ電波望遠鏡のビームスイッチの立ち上げと性能評価
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地上からの電波観測にとって、最大の敵は大気の揺らぎである。国立天文台水沢では１９９８年以来、水沢１
０ｍ電波望遠鏡用のビームスイッチング装置の開発を行い、この大気の揺らぎを除去し、微弱な連続波の観測が
できることを目指してきた。このビームスイッチング装置はフィードにねじ止めによって着脱可能となっている
もので、毎秒５回で羽根が高速回転することによって、天体とオフ点とを交互に１秒当たりに１０回の頻度で見
ることによって、大気の揺らぎを較正して連続波源の電波強度測定精度を向上させることができるようになった。
本講演ではビームスイッチング装置の基本性能について詳細を述べると共に、この装置を用いて得られた高精度
の４３ＧＨｚ帯のビーム能率と開口能率の測定結果についても述べる予定である。


